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1.当院の紹介

• １９９７年に中目黒で開業

• 診療項目：一般歯科・矯正歯科・小児歯科・口腔外科・審美歯科

• 患者層：乳幼児から１００歳近い高齢者

地域の方だけでなく他県からも来院



2.当院の外国人患者の特徴(1)

＜2000年1月～2024年12月における出身国別患者数＞



2.当院の外国人患者の特徴(2)

＜職業＞

大使館関係者、会社員（外資・内資）、語学学校関係等、そのご家族

＜診療内容＞

大半は保険診療。大使館関係者は自費診療が多い。

＜来院方法＞

・ネット検索、知人紹介、保険会社からの紹介（米軍関係者のご家族）

・学会で知り合った各国のドクターからの紹介





３.外国人患者の対応で苦労したこと

• 受付での応対  

      ex)電話対応、名前の聞き取り

• 現金を持ち合わせていない

• 体格の違い

      ex)背が高くてレントゲン室でぶつかってしまう

足が大きくてスリッパが入らない

• 文化の違い

      ex)靴のまま上がる、見積もりや請求書を欲しがる、時間にルーズ



4.当院の取り組み

a)HP、パンフレット、診察券、問診票、契約書、抜歯の注意、同意書などを英
語で準備（問診票はどのスタッフでもわかるように日本語も併記）

b)英語でのメールの問い合わせ、受診予約はすべて英語で返答

c)保険証の有無などの情報確認

d)ポケトークの購入

e)スタッフに対し受付での応対や診療に際しての簡単な英語の指導

f)インヴォイス、領収書、診療明細を英語で準備

g)日本語が少し話せる外国人患者の場合、簡単な単語を使用しゆっくり会話

どの国の方でも安心して最良の歯科治療が受けられるように
最善を尽くすこと



資料

＜診察券＞ ＜パンフレット＞ ＜従業員名札＞



6.今後の課題

• 外国人患者の増加

• スタッフが英語を学ぶ機会を作る

• 医療翻訳専門家に契約書など添削依頼



7.皆様にお伝えしたいこと

• 今後の外国患者は増加傾向にある

• 歯科医師としての誇りをもち、日本の医療の高度な技術と最良な治療
を世界に発信してほしい



外国患者の感想
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